
（最高情報責任者）として、インド

のオフショアセンターにて自動化の

案件で話を聞いたのが初めての出会

いです。ただ、実際にRPAのツー

ルに触れたのは2016年、バーク

レイズ証券日本法人のCOO（最高

執行責任者）をしていた時です。当

時最新のRPAを見て「これは、今

までできなかった現場のラスト・ワ

ンマイル（最後に取り残された手作

林	 日本企業のRPA（ロボティッ

ク・プロセス・オートメーション）

に対する関心が盛り上がりをみせ

ています。長谷川さんがRPAと出

会ったのはいつ頃ですか？

長谷川	 2005、6年頃、前職の

バークレイズでアジア地域のCIO

業）の自動化を実現できるツール

だ」と思いました。

林	 どこがこれまでのツールと違っ

たのでしょうか。

長谷川	 戦略システムを構築する場

合、エンドユーザーの人たちにもい

ろいろ助けてもらいます。ところが

リリースされたシステムを見ると、

新しいシステムが悪いわけではない

のですが、エンドユーザーの視点で

なぜRPAに
いち早く着目したのか

働き方改革が叫ばれる中、業務の自動化を図るRPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）に対する
国内企業の関心が急速に高まっている。RPAを成功させるカギは何か。なぜ日本型のRPAが世界標準になり得
るのか。世界的に高い評価を受けるRPAリーディングカンパニーUiPath日本法人の代表取締役CEO長谷川康
一氏に語っていただいた。

1988年 野村総合研究所入社。PMS開発部に配属。保険システム部、金融ソ
リューション部門プロジェクト開発室長、金融ITイノベーション推進部長を経
て、2007年に野村ホールディングス株式会社に出向。09年にNRIに戻り、保険シ
ステム推進部長。12年 執行役員 保険ソリューション事業本部副本部長。2014年 
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を考えています。ですからRPAに

ついても単に「ロボットを入れてコ

ストを減らす」という視点では見て

いません。RPAの導入により、手

付かずで残ってきた現場業務を可視

化し、ベテランが持つ暗黙知をデジ

タルナレッジ化することで、人間が

主でロボットが従の協業を実現した

い。現場の負担を少なくして人間を

もっと戦略的な仕事に配置したい。

社員の満足度を高めて会社を元気

にしたい。そういう熱意があるん

です。

　一般にRPAを表現する言葉とし

て、「簡単、大量、繰り返し」とい

うのがあります。しかし、日本の経

営の求めるRPAは、「簡単」ではな

くて「複雑」、「大量」ではなくて

「少量」、「繰り返し」ではなくて

「多様」つまり「分岐のある繰り返

し」の自動化です。

　そうした「日本型RPA」の要求

に応えられる製品を開発し、グロー

バル標準とすれば、私たちは世界で

最も成功するRPAカンパニーにな

ると思っています。

林	 UiPathのサービスの評価は非常

に高まっていると感じます。特に手

応えを感じている産業はありますか。

長谷川	 UiPathの特徴として、

「versatile（汎用的）」という言葉

がよく使われます。日本でも世界で

も全業種でUiPathのサービスは使

われています。ただその中で金融機

関は特にRPAのニーズが高い業種

であると考えています。

急速に導入が広がっていますね。

長谷川	 UiPathは昨年日本法人を

設立し、現在400社がお客さまで

す。SMBCグループやみずほフィナ

ンシャルグループなど金融機関では

主要9行のうち7行、さらに日本取引

所グループや主要証券会社、主要保

険会社がお客さまになっています。

また金融業だけでなく主要流通業や

製造業もお客さまになっています。

林	 日本では昨年くらいから長時間

労働を見直す「働き方改革」がク

ローズアップされています。これも

御社にとって、追い風になっている

のではないでしょうか。

長谷川	 確かに時代のニーズがある

と思います。

　日本は労働生産性が低いことに加

え、少子高齢化により働き手が不足

する深刻な課題を抱えています。こ

れを受け、仕事の質を見直す「働き

方改革」の実現が求められていま

す。また、デジタルトランスフォー

メーション（DX）への対応も必須

です。今、日本企業のトップ100

社に聞けば、経営課題の一つとして

DXは必ず挙がります。

　これらを解決する実効的なソ

リューションとして「日本型の

RPA」をUiPathは提供していきた

いと考えています。

林	 面白いですね。「日本型の

RPA」とはどのようなものでしょ

うか。

長谷川	 日本でUiPathを戦略的な

ツールとして利用している企業を見

ると、経営者の意識が非常に高いと

感じます。多くの経営者は、会社の

ピラミッド組織の下から順に昇って

いき、その経験をもとに会社の経営

見て、本当に使い勝手を考えたシス

テムが提供できていないことが多々

あり、私にとってジレンマになって

いました。RPAは、このラスト・

ワンマイルを自動化できるかもしれ

ないと感じたわけです。

林	 その後長谷川さんはRPAを手

掛けるUiPath日本法人のCEOに就

任されます。グローバル金融機関か

ら新興ツールの会社へ転職されると

いうのは大きな挑戦ですね。

長谷川	 RPAを目にして、これは

非常にディスラプティブで実効的な

ツールであると確信しました。前

職のままRPAを広めることもでき

たかもしれませんが、それ以上に

RPAの可能性に懸けて、日本の生

産性向上に尽くしたいという気持ち

が強くなりました。

　また、外資系金融機関に長くい

て、海外のソフトウエア製品が日本

でうまく導入できないケースをたく

さん見てきました。なぜうまくいか

ないか肌感覚でわかっていたので、

自分でやるのが一番よいと考えま

した。

林	 数あるRPAベンダーの中でな

ぜUiPathだったのでしょうか？

長谷川	 UiPathはエンジニアリン

グ重視の会社で、製品は最新のテク

ノロジーを用い、機能の操作性が抜

群によく、アーキテクチャーも素晴

らしいと思いました。創設者のダニ

エルCEOが技術者だった点も惹か

れました。

林	 御社のサービスは日本市場でも

日本のRPAが
世界標準になる理由

金融機関はRPAを
どう活用すべきか
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　金融機関は正確性、時限性、高い

セキュリティが求められています。

その下で、これまでシステム化でき

てこなかった多様なプロセスがあり

ます。成長戦略が求められる中、時

間的かつ精神的に多大な負担をかけ

る手作業から社員をまず解放する自

動化が求められます。

林	 NRIのソリューションでも、金

融関係のお客さまのプロセスの一

部、やはりラスト・ワンマイルのと

ころで御社の製品を使わせていただ

いています。

長谷川	 RPAの導入を成功させる

には、お客さまの業界のビジネス、

システム、人事政策、更にはカル

チャーへの配慮が必要です。RPA

の導入では当然のことながら、業務

改革から始めます。またガバナン

ス、ロボットワークフロー等、考慮

すべき点があり、伝統的なシステム

開発とは違う性質のものです。そこ

でNRIのような強力なパートナーの

知見を特に最初に活用することが必

要になってきます。

　海外の事例を見ても、導入に成功

したケースは、まずRPAの導入経

験が豊富なコンサルティング会社を

活用している企業が多いです。

林	 近年、地銀の収益力低下が懸念

されています。リソースの問題もあ

り、なかなか新しいことにチャレン

林	 NRIでもRPAに関わるコンサ

ルティングの需要は大きいです。し

かし、先程おっしゃったような「複

雑で、少量で」というのは難しく、

苦労しています。RPAを成功させ

るカギはどこにあると思いますか。

長谷川	 RPAを成功させるには3

つのカギがあると思っています。一

つは「スケール（規模感）」です。

全社展開を目指した規模感が効果の

最大化のために必要だと思います。

　そのためにはトップダウンとボト

ムアップ両方のアプローチが必要に

なります。前者は、会社全体のガバ

ナンスの視点から、コンプライアン

スやセキュリティ要件、それにイン

フラ要件を見ながら効果の高い案件

を導入します。ここはNRIのような

コンサルティング会社の知見が必要

となります。一方、後者は、エン

ドユーザー自身が自分でRPAを使

い、利用対象業務を広げていくもの

です。これがないと本当の意味での

現場の自動化はできません。

　二つ目は、「レジリエンス（安定／

向上稼働）」です。RPAは基幹システ

ムなど既存のシステムを変更するこ

となく迅速に連携することができま

すが、一方で既存のアプリケーショ

ン、OS、HWすべての変更の影響を

受けることになります。大規模に稼

働しながら、影響を吸収することが

安定稼働です。そして更に、RPAの

特性であるシステム開発に比べ改良

がし易いという点を活かし利便性を

上げていくのが向上稼働です。

　三つ目が「インテリジェンス（人

ジできずにいます。

長谷川	 地銀は、メンテナンスにか

かるシステム経費が重く、新しい取

り組みが難しいという話を聞きま

す。例えばロボットセンターを共同

で設立して外出しできるものを選別

した方がいいのではと思います。ま

た、社内でしかできない手作業や事

務処理も、もっとロボットを活用で

きる余地がありますし、テンプレー

ト化して地銀全体で活用できれば、

生産性は上がります。地銀が元気に

なれば、地方全体が元気になります。

ぜひ一緒に進めたいと思っています。

林	 金融機関は今後どんな風に

RPAを使っていったらよいので

しょうか。

長谷川	 金融機関には優秀な方が非

常にたくさんいます。問題はそうい

う優秀な人たちの能力が今は十分に

活用されていないことです。

　金融機関の業務が複雑化して、そ

の領域の専門家として業務を回すこ

とを要求されます。しかしその時間

のほとんどは細かい手作業に費やさ

れているように思えます。RPAを

使って優秀な人たちがもっと生産的

な仕事に集中し、成長戦略を描ける

方向に進めてはどうでしょうか。

林	 RPAのプロジェクトでは、経

営は前向きでも、現場はなかなか動

かず、どう現場を巻き込んでいくの

か苦労しています。

長谷川	 成功例を見ると、そこには

「キラーコンテンツ」があります。

会社の人がよく知っている手間暇の

かかる手作業を自動化できた、とい

うような実績をいくつか出し、身近

でその効果が周知されることが大事

だと思います。

RPAを成功させるカギは

野村総合研究所　金融イノベーション研究部　©2018 Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 4



工知能活用）」です。例えばAI技術

を利用した様々なフィンテックアプ

リケーションとの連携でRPAは重要

な役割を担います。RPAにより予め

データを整備することで、できるこ

との範囲が飛躍的に拡大します。

林	 三つ目の「インテリジェンス」

は、RPAをいろいろなものにつな

げ、企業のデジタル基盤とする、と

いうことですね。

長谷川	 その通りです。UiPathは

オープンプラットフォームのコンセ

プトでアーキテクチャーが設計され

ており、今後新しいテクノロジーに

より開発されるアプリケーションと

既にUiPathによって繋げられた既

存アプリケーションを簡単に連携さ

せることができます。

　外部、顧客へのデジタル化は、内

部のデジタル化の成功が鍵だと思い

ます。

　今、RPAに注目してほしいのは

CIOの方たちです。これまでRPA

プロジェクトはどちらかといえば企

画部門、デジタル戦略部門やユー

ザー部門の方が主体でした。最近は

システム投資効率の向上を考えてい

るCIOの方から、UiPathの導入要

請が多くなってきました。システ

ムの改善や導入にはお金がかかり

ます。そこにRPAを活用すること

で、既存システムの業務処理効率を

大幅にアップし、今あるシステムの

寿命を延ばすことができます。シス

テム刷新ともなれば莫大な費用と期

間がかかります。RPAをシステム

化計画に入れて、複雑なGUIの構

築をRPAでカバーさせて投資を最

小化することもできます。また、シ

ステム開発の現場でシステムテスト

す。さらにRPAとAIが組み合わさ

ると機械学習ができます。たとえ

ばRPAが過去の請求書を読み込ん

でAI-OCRに機械学習させれば、そ

れが辞書登録になります。本年3月

16日の日本銀行の「ITを活用した

金融の高度化に関するワークショッ

プ」ですでに成功事例が報告されて

います。

　要するに、RPAが手足となって

既存の投資とニューテクノロジーを

つなぐわけです。目がOCRで、口

と耳がチャットボットで、頭脳の部

分がAIだとすると、それを手、足

のRPAと組み合わせることでいろ

んな可能性が出てくるわけです。

　これに関連して、私たちは今年9

月に「マーケットプレース」をリ

リースする予定です。AppleのApp 

Storeのように、いろいろな会社が

つくったソリューションを載せて、

それをみんなが使える仕組みです。

林	 御社にとってはRPAは「効率

化のツール」ではなくて、顧客のビ

ジネス創造を支援する「戦略ツー

ル」に発展していくことが重要だと

いうことですね。

　本日は、長谷川さんのRPAにか

ける情熱がひしひしと伝わってくる

お話を聞くことができました。どう

もありがとうございました。

（文中敬称略）

への活用など開発効率の改善を目指

すこともできます。

林	 RPAはまだまだ進化していき

そうです。御社ではRPAの将来に

ついてどのようにお考えですか。

長谷川	 とてもわくわくするような

RPAの将来像を描いています。こ

れまでの生産性の向上を実現する

ためのRPA活用から、これからは

新しいビジネスモデルを創造する

ための戦略ツールとしてRPAが活

用されるようになると考えていま

す。RPAをビジネスに導入するこ

とで、今までは無理だと諦めていた

り、これまでビジネスの延長では考

えられなかったような新しいビジネ

スモデルを創造し実現するチャンス

が得られます。

　 「あなたに部下が100人いたら

何を始めますか」。私たちはRPAに

より拡がる新しいビジネスモデルの

可能性を問いかけています。

　 た と え ば 、 自 然 言 語 処 理

（NLP）をRPAに組み込む。今で

もeメールに添付された請求書の情

報を読んで自動的に請求書システム

に入れることはできますが、NLP

を活用するとeメールの文章を読ん

で適切に対応してくれます。

　それからRPAはOCRとすごく親

和性が高いです。たとえば手書きの

請求書をOCRで読んだときに全部

の項目がわからなくても、請求書番

号さえ読んでくれれば、RPAが会

社の請求書システムに行ってそこか

ら情報を取ってくることができま

UiPathの描く
RPAの将来像
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